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＜連絡事項＞
　なし
　
＜入室状況＞
【入院】
・成田　文男様～東病棟Ｃユニット4号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・押川　トヨ様～東病棟Ｃユニット5号室→南病棟Ｄユニット203号室
・三浦　百合子様～東病棟Ｃユニット5号室→南病棟Ｃユニット207号室


＜患者様連絡事項＞
・庭田　久美子様～不安時：ロラゼパム処方
・若沢　理子様～不穏時リスペリドンＯＤ錠10回分処方
・川村　房江様～オランザピンＯＤ錠 1．２５mg「アメル」開始となる。手指振戦等身体症状観察し症状出現時は速やかに報告するよう指示有り。

・川村　貞子様～転出許可有り。
・北川　ミドリ様～転出許可有り。




＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。部屋から飛び出し、他室入室や他患の私物弄りあり自制出来ず早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・柏崎　勝吾様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。開放観察中、性的発言や逸脱行為なく静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜金Ｄｒ診察情報＞
・下村　久美子様～今週末で外泊訓練実施し退院進めるよう指示有り。
・中村　聡様～帯状疱疹ワクチン接種希望あり診察時金Drへ確認。実施可の指示有り。

＜船場Dr診察情報＞
・安達　よね様～午前中、訪室し診察を行いました。
＊＊心電図モニター事前チェックでは、波形も安定、不整脈なし。
ベッド上安静臥床し、褥瘡予防のためのマットが腰背部に挿入され、軽く左側臥位　　　　　　　　　　　となっている。　
　　　　　　　　　　　診察のため近づいたところ、しっかりと凝視し、話しかけに答えてくれる！！
　　　　　　　　　　　「胸が苦しい」・・と訴えているが、聴診上からは心雑音なく、呼吸音も正常。
フロセミド開始以来、尿量が1500～1700ml前後と予想以上の反応があり奏功し　
ている。本日の採血検査の結果が午後に判明する予定～結果により点滴内容を　検討。
 
午後、採血検査の結果が判明しました。4/8と4/14の比較は下記の通り。
　　　　　　　　　　　BUN：81.8mg/dl→33.2mg/dl
　　　　　　　　　　　Cr：2.45mg/dl→1.22mg/dl
　　　　　　　　　　　e-GFR：14.8ml/min→31.7ml/min　・・・へと腎機能は改善の傾向にある。
　　　　　　　　　　　　但し、　UA：107mg/dl　・・・と高尿酸血症の状態にあり油断できない。
　　　　　　　　　　　　＊＊腎機能が補液＋利尿剤（フロセミド）少量投与に反応し改善傾向にあるとい
　　　　　　　　　　　　うことは、もともと脱水による腎前性腎不全であったということが強く示唆
　　　　　　　　　　　　される。
　　　　　　　　　　　　＊＊とはいうものの、4/2入院時の検査で既に水面下での腎障害があったこと
　　　　　　　　　　　　から腎臓そのものにも障害（腎性腎不全）があった可能性あり。
今後も補液、食事などによる微妙な水分バランス、電解質バランスの調整が必
要と思われます。
 
以下のように治療方針を変更。
①ラクテック500ml、ソリタT１：500mlを中止し、ソリタT3：500ml×２本/24hに変更。
②フロセミド10mg側管注を朝夕の2回継続。


＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年4月14日　12：00　予定
　氏　　名：成田　文夫様
　生年月日：昭和17年4月22日(82歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　もともとは、怒りっぽさはなく人当たりの良い方であった。青森市在住で夫婦2人暮らしであったが、R6年12月に妻(成田　和子様 ID:8478)が腰椎圧迫骨折受傷し息子のいる八戸市内の室岡整形外科へ入院。それに伴い本人も八戸市内の長男宅に転居している。令和3年頃より物忘れが増え、令和4年頃えびな脳神経クリニックを受診し認知症と診断を受けたが、医師の物言いが気に障り（「お前は呆けている」等）処方も受け取らず帰宅。その後中村脳外科で治療を開始したが、医師の体調不良により令和6年11月19日からは藤本クリニックを初診し治療を継続していた。同時点でのMMSE20点であった。お薬手帳や保険証を置いた場所を忘れる、探せない、予定が覚えられない、日付が分からない等があり、また、家族より助言を受けた事に対し易怒性も見られていた。デイサービスは一度体験利用したが、敬老会のつもりで行って知り合いが誰もいなかったことからその後の利用は拒否。R7.3.17継続治療目的で当院初診。前日にどうしても青森市へ帰りたいというため新幹線で実家へ行かせたところ、帰路で車を運転し六戸付近で道に迷い家族が迎えに行くことがあったという。長男夫婦が養蜂の仕事で今後数ヶ月家を開ける予定があることから、入院または施設入所が検討され、ケアマネには施設探しを頼んでおり、本人も「宜しくお願いします」とは話していたものの、実際に入居となり気が変わらないか懸念はありがあると。入院環境において様子を見たいとのことで入院希望あり。東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

